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藤
間
生
大
氏
に
よ
っ
て
唱
導
さ
れ
た
律
令
体
制
に
お
け
る
二
元
性
、
即
ち
律
令
体
制
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
古
代
國
家
に
は
、
豪
族
と

量
族
、
家
父
長
と
行
政
官
、
政
治
家
と
官
僚
、
古
代
家
族
と
封
藤
等
糞
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
二
元
的
な
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
豪

族
心
家
父
長
・
政
治
家
・
古
代
家
族
を
代
表
す
る
勢
力
と
し
て
大
伴
氏
が
存
在
し
、
こ
れ
に
對
し
て
、
貴
族
・
行
政
官
・
官
僚
・
封
職
的
な
も

の
ｌ
ｌ
即
ち
律
令
体
制
を
發
展
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
政
治
的
地
位
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
藤
原
氏
が
あ
り
、
こ
の
雨
者

の
具
体
的
な
相
尅
と
し
て
古
代
政
治
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
見
解
は
、
簸
近
北
山
茂
夫
氏
に
よ
っ
て
批
判
を
う
け
た
如
く
、
そ
の
論
理
に
一
貫

性
を
縦
く
の
み
な
ら
ず
、
雨
氏
の
史
観
か
ら
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
無
意
味
な
も
の
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
識
刎
罐
帳
訴
短
端
棒
津
罐
一
お
動
錆
難
渉
罐
、

歴
史
に
お
け
る
椛
力
の
機
能
に
つ
い
て
か
な
り
な
重
要
性
を
み
と
め
る
縦
者
に
と
っ
て
は
、
矢
張
り
捨
て
去
り
難
き
一
見
解
と
老
へ
る
の
で
あ

る
。
北
山
氏
も
亦
権
力
を
め
ぐ
っ
て
の
争
闘
に
お
け
る
性
格
と
し
て
、
こ
の
藤
原
氏
と
大
伴
氏
の
對
立
を
み
と
め
て
ゐ
ら
れ
ろ
が
、
筆
者
も

亦
、
八
祇
紀
の
大
土
地
所
有
の
進
展
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
を
み
と
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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、

八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
脈
的
二

墾
田
は
古
語
で
ハ
リ
タ
と
い
ふ
。
類
聚
名
義
抄
に
よ
れ
ば
墾
は
ハ
ル
、
カ
ヘ
ス
、
オ
コ
ス
、
ヲ
サ
ム
、
カ
キ
、
ホ
ル
、
な
ど
と
訓
み
、
〈
ル
は

ホ
ル
の
稗
化
し
た
も
の
、
即
ち
地
を
ホ
リ
、
木
の
根
草
の
根
を
ほ
っ
て
田
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
墾
田
潴
ハ
リ
ク
と
い
ふ
も
の
と
解
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
ホ
ル
と
い
ぶ
の
は
、
朝
鮮
語
に
そ
の
語
源
淀
求
め
る
こ
と
も
出
來
る
や
う
で
あ
る
。
古
代
語
の
語
源
を
朝
鮮
語
に
求
め
る

こ
と
は
匝
糞
行
は
れ
る
こ
と
で
あ
る
漆
、
紀
記
の
所
偉
に
よ
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
朝
廷
が
多
く
の
半
島
人
を
用
ひ
て
大
規
模
な
水
田
開
發
を
行
っ
た

と
い
ふ
こ
と
か
ら
も
、
ハ
ル
の
語
源
を
朝
鮮
語
に
求
め
る
こ
と
は
、
或
は
髪
術
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
既
に
墾
開
さ
れ
た
も
の
は
水
田
で
あ

り
、
大
化
改
新
に
常
っ
て
一
應
全
て
公
地
と
さ
れ
た
次
鋪
で
あ
る
。
大
化
改
新
の
年
の
八
月
に
國
司
に
命
じ
て
「
國
掩
の
堤
を
築
く
べ
き
地
、

ト
ゴ
ロ

溝
を
穿
つ
べ
き
川
、
田
を
墾
る
べ
き
側
は
、
均
し
く
給
ひ
て
造
ら
し
め
よ
」
と
あ
る
詔
は
、
墾
開
可
能
地
（
こ
れ
を
未
開
地
と
い
ふ
）
は
百
姓

に
均
給
し
て
そ
の
溝
堤
と
共
に
造
ら
し
め
よ
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
水
川
の
均
分
主
義
で
あ
る
班
田
法
と
同
じ
緒
川
に
貫
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
を

示
し
て
ゐ
る
。
然
し
こ
の
詔
は
班
田
法
と
は
異
っ
て
、
そ
の
効
果
は
全
然
期
待
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
犬
寅
令
に
至
っ
て
は
、
墾
田
開
發
に

つ
い
て
や
皇
異
っ
た
方
針
を
示
し
た
。
大
喪
令
で
は
、
墾
田
開
發
は
函
郡
司
の
考
課
の
一
と
し
て
数
へ
ら
れ
、
考
課
令
に
、
「
凡
國
郡
司
：
：
：

其
軸
課
田
挫
、
能
使
幾
殖
者
、
亦
准
兄
地
爲
十
分
論
、
加
三
分
各
進
考
一
等
、
毎
加
二
分
進
一
等
．
」
と
し
、
そ
の
疏
文
に
、
「
詔
熱
田
之
外
、

別
脂
墾
發
者
」
と
あ
り
、
同
令
に
官
人
即
ち
風
郡
司
が
、
所
部
の
界
内
に
お
い
て
空
閑
地
あ
り
て
、
佃
せ
ん
こ
と
を
願
ふ
あ
ら
ぱ
、
任
忙
螢
極

を
雛
せ
、
替
解
の
日
に
公
に
還
せ
と
あ
る
條
文
に
對
す
る
古
記
の
註
に
よ
れ
ば
、
「
替
解
之
日
遼
官
收
授
、
詔
百
姓
墾
田
者
、
待
正
身
亡
、
即

收
授
、
唯
初
墾
六
年
内
亡
者
、
三
班
收
授
也
、
公
給
熱
田
尚
狐
六
年
之
後
收
授
、
況
加
私
功
、
未
得
鷲
哉
、
翠
純
明
軍
義
、
其
租
者
、
初
耕
明

年
始
輸
也
」
と
み
え
て
、
大
壷
令
で
は
明
ら
か
に
墾
田
は
、
有
期
的
用
益
樅
を
そ
の
営
事
者
に
み
と
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
農
民
の
墾
田

經
管
の
現
演
的
必
要
が
や
口
分
田
の
收
礎
高
と
生
計
喪
及
び
租
席
調
雑
術
等
の
負
据
の
不
均
衡
か
ら
當
然
あ
っ
た
に
拘
は
ら
す
、
現
漬
に
お
い

て
は
、
大
化
以
後
大
賓
令
に
至
る
問
の
墾
田
が
、
八
仙
紀
以
後
ほ
ど
進
め
ら
れ
た
形
跡
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
土
地
生
産
力
に
依
存
す
る
當
時

に
あ
っ
て
、
田
地
所
有
欲
が
人
々
の
間
に
旺
礁
で
あ
る
べ
き
は
當
然
で
あ
り
な
が
ら
、
養
老
七
年
の
い
わ
ゆ
』
っ
三
世
一
身
法
の
施
行
の
詔
に
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I

「
頃
年
百
姓
漸
多
、
田
地
窄
狹
」
と
い
ひ
、
天
平
十
五
年
の
墾
田
永
代
私
有
令
の
言
葉
に
は
、
「
限
滿
之
後
、
依
例
收
授
、
由
是
農
夫
怠
倦
、

開
地
復
荒
」
と
の
べ
て
ゐ
る
の
は
め
恐
ら
く
変
怖
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
は
一
面
、
大
化
後
の
田
地
公
有
主
義
が
、
墾
田
に
も
貫

徹
し
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

然
し
、
か
う
し
た
貧
情
に
も
拘
は
ら
す
、
一
方
で
は
、
大
化
以
後
に
も
貴
族
の
大
土
地
所
有
は
進
捗
し
て
ゐ
た
。
こ
の
大
土
地
所
有
は
、
必

ず
し
も
庚
大
な
田
地
の
所
有
を
意
味
せ
ず
、
大
化
改
新
に
、
百
姓
と
利
を
與
に
せ
よ
と
せ
ら
虹
た
薗
地
水
陸
の
地
に
お
い
て
進
捗
し
た
の
で
あ

る
。
大
化
元
年
八
月
、
東
國
の
國
司
に
そ
の
施
政
方
針
を
指
示
し
た
詔
の
中
に
、
「
凡
國
家
所
有
公
民
、
大
小
所
領
人
衆
、
汝
等
之
任
、
皆
作

戸
籍
及
校
田
畝
、
其
薗
池
水
陸
之
利
、
與
百
姓
倶
」
と
あ
り
、
こ
の
薗
池
水
陸
が
如
何
な
る
内
容
の
も
の
か
は
、
こ
の
文
だ
け
で
は
断
定
で
き
…

ぬ
が
、
こ
れ
が
養
老
令
雑
令
哩
「
山
川
薮
澤
之
利
、
公
私
共
之
」
と
い
ふ
條
丈
に
法
文
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
而

し
て
山
林
薮
灘
は
山
川
原
野
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
ご
と
墜
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
山
林
原
野
に
總
有
的
な
規
定
を
與
へ
た
と
こ
ろ
に
、
大
土

地
所
有
の
發
展
す
る
間
隙
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
天
武
四
年
に
、
嘗
て
天
智
三
年
に
諸
氏
に
賜
ふ
た
部
曲
を
再
び
駿
止
す
る
と
共
に
、
。
「
親
王

ヤ

諸
王
及
び
諸
胞
井
ぴ
に
諸
寺
に
賜
へ
る
山
澤
鴫
浦
林
野
肢
池
は
、
前
も
後
も
除
め
よ
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
公
私
共
利
は
、
容
易

に
私
的
な
占
有
に
稗
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
果
し
て
座
雲
三
年
三
月
の
詔
に
、

軒
菟
之
群
、
受
代
耕
之
職
、
有
秩
之
類
、
無
妨
於
民
農
、
故
召
伯
所
以
憩
甘
楽
、
公
休
由
其
抜
園
葵
、
頃
者
、
王
公
諸
臣
多
占
山
澤
、
不

事
耕
種
、
競
嬢
食
埜
、
室
妨
地
利
、
若
有
百
姓
採
柴
草
者
、
価
奪
其
器
、
・
令
大
辛
苦
、
加
以
被
賜
地
、
萱
止
有
一
二
畝
、
由
是
臓
峯
跨

谷
、
浪
爲
境
界
、
自
今
以
後
、
不
得
堀
然
、
但
氏
々
祁
墓
及
百
雌
宅
遜
、
栽
樹
爲
林
井
周
三
二
十
許
歩
、
不
在
禁
限
。

と
あ
る
の
は
、
正
に
蛍
族
の
大
土
地
占
有
の
手
段
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
彼
等
の
占
有
せ
ろ
山
澤
が
、
笈
質
的
に
は
耕
種
し
得
る
、
即

ち
田
地
と
な
し
得
る
地
を
含
ん
で
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
大
土
地
所
有
が
、
墾
田
開
發
と
結
び
つ
く
契
機
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
恥
よ
り
五
年
後

の
和
銅
四
年
十
二
月
に
も
、

八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
原
的
三
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か
う
し
た
墾
田
に
對
す
る
公
權
力
の
睡
力
も
、
い
わ
ゆ
る
王
臣
勢
家
の
執
鋤
な
土
地
占
有
意
欲
の
前
に
、
八
世
紀
の
政
治
界
の
情
勢
に
伴
っ

て
次
第
に
却
け
ら
れ
て
行
っ
た
。
大
化
以
後
、
初
め
て
王
公
諸
臣
諸
豪
の
山
野
占
有
を
禁
断
す
る
措
世
が
と
ら
弧
た
の
は
、
和
知
年
間
の
こ
と

で
あ
り
、
抑
制
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
の
は
座
雲
末
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
甑
は
、
穂
稜
親
王
が
知
太
政
官
事
と
し
て
、
皇
親
政
治
が
城
も

順
訓
に
行
は
れ
つ
Ｌ
あ
っ
た
と
き
で
あ
る
。
い
わ
ば
皇
親
の
窓
意
が
鐙
も
行
ひ
得
易
い
時
期
で
も
あ
る
。
し
か
も
山
澤
山
野
古
有
を
禁
ぜ
ら
れ

ろ
對
象
が
、
「
王
公
詣
臣
」
で
あ
り
「
親
王
已
下
及
豪
弧
之
家
」
で
、
親
王
・
諸
王
が
そ
の
首
に
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ

ら
う
。
こ
の
醜
親
王
諸
王
が
何
人
在
世
中
で
あ
っ
た
か
、
竹
島
寛
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
親
王
と
し
て
、
天
智
系
に
施
基
親
王
一
親
王
、
天
武

系
に
舎
人
親
王
・
新
田
部
親
王
・
長
親
王
・
穂
積
親
王
・
忍
壁
親
王
の
五
親
王
、
内
親
王
に
は
、
天
智
系
に
泉
内
親
王
・
水
主
内
親
王
・
御
名

部
内
親
王
・
阿
閉
皇
女
（
但
し
慶
雲
四
年
即
位
し
て
元
明
天
皇
と
な
る
）
の
四
内
親
王
、
天
武
系
に
但
馬
内
親
王
（
但
し
和
銅
元
年
蕊
）
・
田

形
内
親
王
・
託
基
内
親
王
・
泊
瀬
部
内
親
王
の
四
内
親
王
で
、
都
合
度
雲
年
間
に
十
四
人
．
和
銅
年
間
に
十
一
人
と
い
ふ
数
を
示
し
て
ゐ
る

諏
苧
雪
鑪
鍛
渉
雑
謝
粥
鏥
謹
咋
蝿
顎
内
親
王
と
い
え
ど
も
、

八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
原
的
四

親
王
已
下
及
豪
弧
之
家
、
多
占
山
野
、
妨
百
姓
業
、
自
今
以
来
、
股
加
禁
断
、
但
有
雁
墾
開
室
閑
地
者
、
宜
經
國
司
、
然
後
確
官
虚
分
。

と
あ
り
、
翌
堂
ハ
年
に
は
、
、

諸
寺
多
占
田
野
、
其
数
無
限
、
宜
自
今
以
後
、
欺
過
格
者
梼
還
收
之
。

と
あ
る
の
は
、
諸
寺
に
つ
い
て
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
山
澤
か
ら
山
野
と
な
り
、
更
に
田
野
と
な
っ
て
、
山
野
占
有
が
結
局
墾
田
開
發
、
開
發
し

た
田
地
の
占
有
へ
と
進
展
す
る
こ
と
を
妓
も
端
的
に
示
し
て
ゐ
る
。
而
も
か
う
し
た
山
野
占
有
が
、
営
時
で
は
未
だ
全
面
的
な
墾
田
所
有
に
ま

で
發
展
し
な
か
っ
た
の
は
、
雌
初
に
の
べ
た
や
う
な
、
墾
田
私
有
制
限
に
つ
い
て
の
公
植
力
が
強
く
働
い
て
ゐ
た
た
め
に
外
な
ら
な
い
。

一
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一
一
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マ
少

水
主
内
親
王
は
、
近
江
國
甲
賀
郡
水
主
莊
の
所
有
者
で
あ
り
奉
葬
蕪
群
唾
狸
幹
聿
癖
特
圭
嚥
巫
癖
争
唖
嘩
幅
琿
八
世
紀
の
末
に
な
れ
ば
桓
武
天
皇

々
女
朝
原
内
親
王
認
嘩
八
は
、
美
濃
國
厚
見
莊
墾
田
一
百
一
十
七
町
三
亘
一
千
九
歩
、
越
前
國
横
江
莊
墾
田
一
百
八
十
一
ハ
町
五
段
二
百
歩
、
越

後
國
土
井
莊
墾
田
二
・
百
町
を
、
そ
り
窪
後
遁
言
し
て
束
大
寺
に
施
入
す
る
ほ
ど
の
大
土
地
所
有
者
で
あ
り
唾
詫
華
毒
癖
埋
輝
や
蓉
奉
錘
郵
峠
郵
癖
郵

霄
）
同
じ
く
桓
武
天
皇
糞
女
布
施
内
親
王
軽
群
三
は
、
そ
の
震
後
に
迩
領
七
百
七
十
二
町
を
束
寺
西
寺
に
施
入
せ
ら
れ
た
が
鞠
捧
謹
聴
郵
托
峰
、

そ
の
中
、
東
寺
に
施
入
の
分
は
、
伊
勢
國
大
國
莊
・
赫
津
國
垂
水
莊
・
越
前
國
高
馳
莊
・
同
閣
赫
島
莊
の
四
ケ
莊
を
救
え
る
識
躍
。
諸
王
の
数

は
、
親
王
ほ
ど
正
確
に
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
慶
雲
三
年
二
月
詔
し
て
、
五
世
王
を
皇
親
と
し
た
の
に
よ
れ
ば
、
文
武
天
皇
か
ら

五
蛍
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
諸
天
皇
の
子
孫
何
れ
も
皇
親
の
諸
王
と
し
て
の
地
位
を
得
た
わ
け
で
、
用
明
天
皇
五
皇
子
、
好
明
天
皇
二
皇
子
、
天
智

天
皇
二
一
皇
子
、
天
武
天
皇
十
皇
子
の
子
孫
が
こ
れ
に
概
當
す
る
と
す
れ
ば
、
慶
雲
和
銅
頃
の
諸
王
の
数
は
、
少
か
つ
た
と
は
恩
は
れ
な
い
。
そ

の
激
は
〈
天
平
五
年
に
殴
前
に
集
め
て
米
塩
を
賜
っ
た
諸
王
の
辿
言
十
三
人
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
癖
繩
そ
の
大
概
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
慶
雲
乃
至
和
銅
の
山
澤
山
野
占
有
を
抑
制
す
る
詔
が
、
こ
う
し
た
親
王
・
諸
王
を
も
弧
い
對
象
と
し
て
ゐ
ろ
こ
と
は
、
こ
の
時
の
皇

親
腫
菌
性
締
を
一
零
も
の
：
り
、
同
謄
豐
・
重
ｌ
賂
豊
族
蕊
、
韮
餅
有
者
と
な
ら
う
と
す
る
閉
臘
か
つ
た
こ

と
を
、
反
面
に
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
こ
と
は
、
律
令
制
に
よ
っ
て
そ
の
椛
威
を
確
立
し
へ
農
民
を
支
配
し
、
俸
職
に
よ
っ
て
そ
の
地
位

を
保
た
う
と
す
る
律
令
官
僚
的
意
欲
と
は
、
正
に
正
反
對
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
慶
雲
年
間
は
、
大
喪
令
の
完
成
し

た
大
賀
年
閥
に
つ
画
く
年
代
で
あ
り
、
和
銅
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
大
型
言
で
あ
っ
た
藤
原
不
比
等
が
、
右
大
臣
と
な
っ
て
、
知
太
政
官
事
穂
祇

親
王
の
下
に
、
太
政
官
政
治
に
参
荊
し
て
ゐ
た
年
代
で
あ
る
。
藤
原
不
比
等
は
、
既
に
大
賓
令
の
制
定
に
も
、
刑
部
親
王
總
裁
の
下
に
關
係
し

て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
養
老
令
に
は
總
裁
的
地
位
に
お
い
て
こ
れ
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
が
、
律
令
的
官
僚
緒
榊
に
徹
し
て
ゐ
た
で

あ
ら
う
こ
と
は
、
疑
ひ
な
か
ら
う
。
當
時
太
政
官
に
は
、
石
上
聯
呂
・
大
伴
安
肺
呂
・
阿
倍
宿
奈
肺
呂
・
小
野
毛
野
・
下
毛
野
古
聯
呂
等
が
、

大
臣
。
大
納
言
、
或
は
中
組
一
言
、
叉
は
参
議
と
し
て
朝
政
を
参
誠
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
大
化
前
代
の
薔
族
も
参
加
し
て
ゐ
た
け
れ
ど
も
、
不

ｅ

八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
原
的
五
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八
枇
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
原
的
六

比
等
に
對
す
る
天
皇
の
信
秋
は
深
く
、
未
だ
大
納
言
で
あ
っ
た
慶
雲
二
年
五
月
に
病
臥
し
た
際
に
は
、
詔
し
て
度
者
二
十
人
を
賜
ひ
、
兼
ね
て

布
四
百
端
・
米
八
十
石
を
京
の
諸
寺
に
施
こ
し
、
こ
の
功
徳
を
以
て
彼
の
病
の
平
癒
を
所
つ
た
、
度
者
を
賜
ふ
こ
と
の
姑
で
あ
る
と
公
卿
補
任

に
註
し
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
緬
紀
及
び
扶
桑
略
記
に
も
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
記
事
は
頗
る
蓋
然
性
に
と
み
、
彼
の
政
治
的
地
位

を
う
か
が
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
し
て
和
銅
元
年
元
明
天
呈
の
即
位
間
も
な
く
右
大
臣
と
な
り
、
和
銅
八
年
（
改
元
嬢
地
元
年
）
穂
種
親
王
斑

後
に
は
、
太
政
大
臣
に
擬
せ
ら
れ
た
ほ
ど
、
そ
の
政
治
的
地
位
は
高
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
律
令
の
根
本
圭
義
に
反
す
る
が
如
き
山
野
占
有
が

抑
制
せ
ら
れ
る
の
は
常
然
で
あ
ら
う
。
抑
制
の
理
由
と
し
て
、
山
野
占
有
が
、
「
百
姓
の
業
を
妨
げ
る
」
こ
と
を
あ
げ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
選
民

の
要
求
に
よ
っ
て
こ
の
抑
制
の
詔
が
出
た
も
の
と
哨
老
へ
ら
れ
る
が
、
然
し
徴
時
そ
れ
ほ
ど
農
民
の
意
識
が
昂
っ
て
ゐ
た
と
は
恩
は
れ
ず
、
矢

張
り
公
民
の
收
取
に
國
家
の
基
礎
を
お
く
と
い
ふ
律
令
の
機
榊
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
機
織
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
轍
古
代

的
な
貴
族
の
大
土
地
所
有
の
意
欲
に
打
ち
克
つ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
山
野
抑
制
が
、
親
王
諸
王
以
下
の
勢
力
そ
の
も
の
を
抑
制
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
慶
雲
三
年
三
月
の
詔
を
出
し
た
翌
年
四
月
に
、
詔
し
て
親
王
已
下
四
位
已
上
及
び
・
内
親

王
・
諸
王
・
嫉
命
婦
等
の
封
戸
を
益
し
與
へ
、
和
銅
七
年
正
月
に
は
、
長
親
王
・
舎
人
親
王
・
新
田
部
親
王
。
志
武
親
王
に
各
封
二
百
戸
、
長

屋
王
に
は
一
百
戸
を
益
し
、
令
制
で
は
半
給
と
定
め
た
封
戸
の
田
租
を
全
給
す
る
の
新
例
を
認
め
た
報
繩
こ
と
が
、
山
野
の
代
償
を
與
へ
た
も

の
と
考
へ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
親
王
王
臣
の
古
代
的
な
土
地
占
有
を
、
律
令
的
な
休
職
に
切
り
か
へ
よ
う
と
す
る
努
力

が
ま
ざ
ま
ざ
と
み
と
め
ら
れ
る
。

然
る
に
藤
原
不
比
等
が
養
老
四
年
に
硬
し
、
舍
人
親
王
が
そ
の
後
を
つ
い
で
知
太
政
官
事
と
な
り
、
そ
の
下
に
高
市
皇
子
の
王
子
長
犀
王
が

右
大
臣
と
な
り
、
つ
い
で
左
大
臣
と
な
っ
て
政
務
に
そ
の
地
位
を
占
め
る
と
情
勢
は
愛
じ
た
。
舎
人
親
王
は
、
日
本
書
紀
編
修
の
總
裁
で
あ
っ

た
こ
と
陸
一
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
過
程
に
お
い
て
大
化
前
代
の
沓
氏
族
と
は
、
親
近
な
交
渉
を
持
っ
て
ゐ
た
と
推

測
せ
ら
れ
る
。
長
屋
王
は
母
は
天
智
天
皇
の
皇
女
で
あ
り
、
そ
の
宝
と
し
て
章
壁
皇
子
の
女
吉
術
内
観
王
を
も
っ
た
純
粋
な
天
皇
氏
族
の
一
人
で
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あ
り
、
藤
原
不
比
等
の
女
光
明
子
が
聖
武
天
皇
の
皇
后
と
な
る
こ
と
に
對
す
る
鮫
も
有
力
な
反
對
者
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
ゐ
る
人
物
で
あ

る
。
い
わ
ば
反
藤
原
的
で
あ
り
痂
睡
塞
唖
塞
池
李
一
弘
秤
は
、
ひ
い
て
は
藤
原
氏
ほ
ど
忠
賞
な
律
令
糒
榊
の
迩
奉
者
た
る
こ
と
期
待
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
大
喪
令
を
修
訂
し
た
養
老
令
が
で
き
て
ゐ
て
も
、
そ
の
施
行
を
敢
え
て
し
な
か
っ
た
の
も
、
あ
な
が
ち
大
蜜
令
と
養
老

令
と
が
、
大
同
で
あ
り
小
異
に
す
ぎ
な
か
っ
た
上
め
で
も
あ
る
ま
い
。
養
老
四
乗
藤
原
不
比
等
が
震
し
て
、
翌
五
年
正
月
に
は
長
屋
王
が
大
納

言
か
ら
右
大
臣
に
す
上
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
翌
六
年
間
四
月
に
良
田
一
百
曲
町
歩
の
開
墾
計
溌
を
太
政
官
よ
り
發
表
し
た
。
こ
れ
に
ょ
虹

ぱ
、
そ
の
地
は
祇
映
の
地
を
え
ら
び
、
國
郡
司
を
し
て
部
内
の
人
夫
を
差
發
（
徴
發
）
し
て
、
十
日
つ
図
役
せ
し
め
、
こ
れ
に
粧
食
を
給
し
、

用
ひ
る
調
度
は
取
敢
え
ず
官
物
を
借
し
、
秋
收
の
後
に
收
穫
を
以
て
造
り
術
へ
し
め
る
。
若
し
國
郡
司
が
詐
っ
て
仕
事
を
す
入
め
な
い
も
の
は

解
任
し
、
會
赦
の
恩
典
を
も
蒙
ら
し
め
な
い
、
一
と
い
ふ
の
が
一
つ
。
更
に
百
姓
に
し
て
荒
野
閑
地
を
開
墾
し
て
、
雑
穀
三
千
石
以
上
の
收
謹
を

得
る
者
に
は
勤
六
等
を
、
一
千
石
代
上
を
得
る
者
に
は
経
身
課
役
産
免
す
る
、
現
在
八
位
已
上
の
位
を
帯
び
て
ゐ
る
者
は
勤
等
を
一
階
の
ぼ
せ

る
。
但
し
酬
寅
を
う
け
て
後
に
誉
田
を
怠
れ
ば
、
位
記
左
奪
ひ
本
色
に
か
へ
す
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
渤
避
稜
穀
．
以
備
水
旱
」

と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
今
日
で
す
ら
幽
内
水
刷
四
百
寓
町
歩
を
上
下
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
考
へ
恥
ぱ
、
常
時
の
一
百
萬
町
歩
開
墾
が

机
上
計
遜
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
眼
制
は
、
三
千
打
の
收
礎
、
即
ち
米
と
し
て
一
百
二
十
町
歩
、
一
千
石
は
四

ｑ十
町
歩
を
開
墾
し
得
る
有
勢
者
に
期
待
し
、
有
勢
者
の
田
地
所
有
欲
を
律
令
的
な
軸
位
を
以
て
お
き
か
へ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
、

一
百
二
十
町
は
勿
論
、
四
十
町
歩
の
開
墾
も
、
天
平
勝
喪
頃
の
束
大
寺
の
例
か
ら
み
て
る
容
易
な
ら
ぬ
大
事
業
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
そ
の
効
果

は
殆
ん
ど
期
待
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
の
結
果
、
翌
七
年
四
月
（
Ａ
Ｄ
七
二
三
）
い
わ
ゆ
る
三
世
一
身
法
の
施
行
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
た
に
溝
池
を
造
っ
て
開
墾
を
菅
ん
だ
者
は
、
多
少
に
拘
は
ら
す
三
世
傳
へ
し
め
、
奮
溝
池
に
よ
っ
て
管
ん
だ
も
の
は
一
身

の
間
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
に
は
明
瞭
に
「
頃
者
百
姓
漸
多
、
円
地
窄
狭
」
と
の
べ
て
ゐ
る
。
，
＄
前
年
で
は
水
旱
に
肺
へ
る
た
め

と
述
べ
て
、
律
令
制
の
峡
關
を
お
ほ
う
た
が
、
事
態
は
妓
早
や
そ
れ
を
許
さ
な
く
な
っ
て
ゐ
た
当
め
に
、
そ
の
眞
抵
の
理
由
を
あ
げ
た
も
の
と

八
世
紀
に
穂
け
る
大
俘
的
と
藤
原
的
七
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虫

八
世
紀
に
お
け
る
大
作
的
と
藤
原
的
八

思
は
れ
る
。
、
前
年
と
今
年
と
開
運
な
し
と
隆
一
言
ひ
得
ぬ
こ
と
は
、
今
年
で
は
「
多
少
を
限
ら
余
」
と
特
に
示
し
て
ゐ
る
の
が
、
明
ら
か
に
前
年

の
奨
勵
法
の
修
正
を
意
岡
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
も
こ
の
三
泄
一
身
法
は
、
令
の
制
度
の
、
荒
應
し
て
三
年
を
経
た
公
私

田
を
耕
作
し
た
も
の
は
、
私
田
は
三
年
公
田
は
六
年
後
に
そ
奴
ぞ
れ
本
主
に
か
へ
せ
と
か
、
或
は
空
閑
地
を
開
い
た
官
人
は
解
官
の
日
に
、
百

姓
は
そ
の
身
死
ぬ
を
待
っ
て
公
に
還
し
て
收
授
に
充
て
る
と
い
ふ
規
定
の
修
正
で
あ
り
、
以
て
勤
位
に
よ
っ
て
お
き
か
へ
得
な
か
っ
た
田
地
所

有
欲
を
、
多
少
な
り
と
も
充
た
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
頃
、
奴
卿
の
口
分
田
を
う
け
る
年
齢
を
十
二
歳
に
引
き
上
げ
て
ゐ
る

の
で
華
堯
詑
奔
叶
一
月
人
口
増
加
に
伴
ふ
水
田
の
不
足
も
切
溌
に
感
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
、
然
し
同
時
に
、
藤
原
不
比
等
は
硬
し
た
と
は

い
え
、
そ
の
子
房
前
は
、
時
の
元
正
天
皇
か
ら
、
内
臣
と
し
て
内
外
の
弓
と
を
と
り
は
か
ら
ひ
、
帝
業
を
輔
翼
せ
よ
と
の
詔
を
う
け
て
お
り
罐
耗

野
惑
嘩
醍
）
、
後
宮
に
は
東
宮
夫
人
光
明
子
が
あ
る
な
ど
、
宮
廷
に
お
け
る
藤
原
氏
の
勢
力
は
依
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
畦
睡
噴
症
睦
轆
噸

な
き
あ
と
に
は
中
納
言
に
藤
原
武
智
麻
呂
、

、
参
議
と
し
て
房
前
が
ゐ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
れ
と
對
立
的
立
場
に
あ
る
長
屋
王
が
、
古
代
的
氏
族
の
土
地
所
有
欲
を
多
少
と
も
充
た
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
分
の
側
に
立
た
せ
よ
う
と
す
る
政
治
的
意
囲
が
働
い
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
長
屋
王
は
、
天
平
元
年
溌
言
に
よ
っ
て
死
を
賜

は
っ
て
失
脚
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の
末
に
、
、
養
老
七
年
の
墾
田
に
開
す
る
格
が
修
正
さ
れ
、
諸
國
司
が
養
老
七
年
以
後
開
墾
し
た
も

の
、
或
は
資
得
し
た
も
の
は
皆
還
收
し
、
阿
波
山
城
雨
國
の
陸
田
は
高
下
を
間
は
ず
還
公
し
て
ゐ
る
の
は
、
こ
の
年
が
班
年
に
當
っ
て
ゐ
る
た

め
の
修
正
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
長
屋
王
の
死
の
直
後
に
行
は
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
い
わ
ば
長
屋
王
政
椎
と
一
二
世
一
身
法
と
の
干
係
を
推
測

せ
し
め
る
。
（
二
一
世
一
身
法
が
、
「
勅
」
に
よ
っ
て
野
な
く
、
「
太
政
官
奏
」
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
）
だ
が
長

屋
王
の
死
に
よ
っ
て
も
、
三
世
一
身
法
は
全
面
的
に
否
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、
「
自
余
開
墾
者
、
一
依
養
老
七
年
格
」
と
み
と
め
ら
れ
た
。
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律
令
精
祁
の
忠
賛
な
遵
奉
者
で
あ
る
藤
原
氏
は
、
天
平
九
年
の
疫
病
の
流
行
に
よ
っ
て
・
不
比
等
の
四
子
全
部
が
蕊
れ
る
と
い
ふ
悲
運
に
焔
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つ
た
。
毛
の
あ
と
に
出
で
て
政
務
を
婚
鴬
し
た
の
は
、
光
明
皇
后
の
異
父
兄
に
當
る
髄
諸
兄
で
あ
る
。
彼
は
不
比
等
の
室
縣
犬
養
宿
禰
千
代

（
後
に
橘
姓
〉
が
先
き
に
美
努
王
の
室
と
し
て
生
ん
だ
子
で
あ
る
。
彼
は
藤
原
四
子
の
震
後
、
直
ち
に
右
大
臣
と
な
り
、
政
務
を
播
常
し
た
。

天
平
十
五
年
（
Ａ
Ｄ
七
四
三
）
墾
田
永
代
私
有
令
は
、
彼
の
執
政
中
に
、
「
勅
」
に
よ
、
っ
て
發
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
毒
錐
函
華
極
鏥
謹
誕
し

」

睡
極
密
即
州
吠
垂
鑪
謹
碓
先
づ
養
老
七
年
の
三
世
一
身
法
が
、
期
限
示
來
る
と
牧
公
す
る
の
で
、
農
夫
は
倦
怠
し
て
折
角
地
を
開
い
て
も
再
び

荒
し
て
し
ま
ふ
有
様
で
あ
る
、
よ
っ
て
以
後
は
一
切
、
永
年
收
公
す
る
こ
と
は
し
な
い
、
た
贋
國
司
が
在
任
中
、
任
地
で
開
い
た
も
の
は
、
前

格
の
規
定
に
よ
る
と
し
、
但
し
、
①
開
墾
者
は
國
司
の
許
可
を
要
す
る
、
②
百
姓
の
妨
と
な
る
や
う
な
土
地
の
占
有
は
禁
す
る
、
③
許
可
を
得

て
も
二
一
年
耕
さ
ね
ば
他
人
に
開
か
せ
る
、
④
位
階
に
よ
っ
て
開
墾
面
稜
に
次
の
や
う
な
制
限
を
加
え
る
、
即
ち
、
親
王
一
品
及
び
臣
下
の
一
位

は
五
百
町
、
親
王
二
品
及
び
臣
下
二
位
は
四
百
町
、
親
王
三
品
四
品
及
び
臣
下
二
莅
は
三
百
町
、
臣
下
四
位
は
二
百
町
、
五
位
は
百
町
、
一
ハ
位

以
下
八
位
已
上
は
五
十
町
、
｜
初
位
以
下
庶
人
は
十
町
、
郡
司
大
領
少
領
は
二
千
町
、
主
政
主
帳
は
十
町
。
こ
の
制
限
が
何
を
標
準
に
し
た
も
の

か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
最
高
五
百
町
と
庶
人
十
町
と
の
差
は
雌
り
に
大
き
く
、
而
も
五
位
以
上
と
以
下
と
の
段
階
も
大
き
い
。
か
う
し
た
茜

し
い
段
階
を
設
け
た
と
こ
ろ
に
諸
兄
の
政
治
的
な
意
岡
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
制
限
が
有
勢
家
の
無
制
限
な
る
園
ひ

込
み
を
抑
制
す
る
と
い
ふ
よ
り
も
、
か
や
う
な
大
差
を
つ
け
、
政
界
の
中
心
勢
力
で
あ
る
中
央
費
族
群
と
の
受
協
を
は
か
ら
う
と
し
た
も
の
で

あ
ら
う
。
こ
の
頃
諸
兄
は
、
彼
が
主
唱
し
た
恭
仁
京
の
經
螢
は
、
豫
期
に
反
し
て
停
頓
し
た
ば
か
り
か
、
こ
れ
よ
り
先
、
天
平
十
二
年
に
彼
の

政
椛
の
有
力
な
黒
幕
者
で
あ
る
玄
妨
及
び
吉
噛
県
備
の
排
斥
を
名
目
と
し
た
藤
原
臓
剛
の
叛
飢
も
亦
、
彼
の
立
場
を
安
易
な
ら
し
め
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
轆
銅
蝿
唖
誰
搾
群
迄
手
洲
毒
率
咄
山
欧
胴
は
、
藤
原
字
合
の
子
で
、
大
和
守
か
ら
大
宰
少
式
と
し
て
遠
く
西
僻
に
却
け
ら

れ
た
が
、
大
宰
府
に
あ
っ
て
そ
の
大
宰
少
式
た
る
官
人
的
條
件
、
官
人
的
確
城
に
よ
っ
て
、
大
牢
管
内
諸
國
の
兵
を
す
べ
て
動
員
し
、
乱
は
一

●

ケ
月
に
及
ん
だ
。
諸
兄
の
恭
仁
京
遷
都
の
計
群
ば
、
こ
の
乱
に
よ
っ
て
促
が
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
而
も
恭
仁
京
の
經
替
は
官
人
庶
民
の
間
に

Ｏ

ひ
ろ
く
不
測
を
起
し
て
捗
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
一
方
近
江
の
信
樂
宮
に
お
い
て
大
佛
造
螢
を
も
始
め
よ
う
と
す
る
年
で
あ
る
》
》
十
・
諦
兄

●

八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
原
的

’
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－ー 1

八
恨
紀
に
お
け
る
大
俘
的
と
藤
原
的
．
一
○

は
、
恭
仁
京
經
螢
の
失
策
を
お
ほ
ひ
、
壷
た
今
正
に
お
こ
さ
ん
と
す
る
大
事
業
の
た
め
に
、
王
匝
勢
家
の
協
力
盗
得
、
粂
ね
て
挫
民
の
不
満
を

緩
和
す
る
政
策
と
し
て
と
っ
た
一
つ
が
、
墾
出
永
代
私
有
令
で
あ
ら
う
。

０

更
に
こ
の
大
土
地
所
有
者
の
有
力
な
分
子
と
し
て
寺
院
が
あ
っ
た
。
わ
が
國
に
入
っ
て
來
た
佛
溌
は
、
大
陸
に
お
い
て
既
に
宏
大
な
伽
藍
式

に
發
逹
し
た
寺
院
を
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ふ
め
、
そ
の
發
展
に
は
大
き
な
物
質
的
消
耗
を
伴
っ
た
。
と
く
に
聖
徳
太
子
以
来
、
國
家
の
中
に

占
め
て
來
た
佛
戦
の
地
位
は
、
大
化
改
新
に
篭
っ
て
も
、
寺
田
は
肺
田
と
共
に
展
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
却
っ
て
新
た
に
山
と
川
を
寺
院
に
加

へ
る
と
い
ふ
有
様
で
あ
っ
た
し
．
令
制
に
お
い
て
も
、
寺
田
を
公
田
に
准
ず
る
も
の
と
解
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
血
も
寺
院
は
セ
の
本
質
帽

お
い
て
國
家
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
國
家
に
寄
生
し
、
國
家
に
對
立
す
べ
き
性
格
を
有
し
、
令
制
で
、
官
人
百
姓
が
田
宅
園
地
を
寺
院

に
捨
施
し
、
又
は
寅
易
す
る
を
禁
じ
て
ゐ
る
の
も
、
こ
の
本
質
が
潜
在
的
に
意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
和
銅
六
年
に
八
諸
寺
が
多

く
の
田
野
を
占
め
て
、
そ
の
数
限
り
な
き
を
以
て
、
以
後
、
格
に
過
ぐ
る
も
の
は
皆
こ
れ
を
還
收
し
た
の
も
、
律
令
精
榊
の
鵬
漉
な
る
迩
奉
者

不
比
等
の
執
政
時
代
に
は
當
然
の
こ
き
で
あ
る
。
か
う
し
た
寺
院
２
へ
土
地
占
有
も
、
そ
の
背
後
に
は
や
は
り
豪
族
有
勢
家
の
土
地
所
有
欲
と

密
接
に
結
び
つ
い
て
ゐ
》
っ
の
で
あ
っ
て
、
不
比
等
執
政
中
の
盤
蝿
二
年
（
Ａ
Ｄ
七
二
ハ
）
寺
院
の
整
理
が
行
は
れ
た
が
、
そ
の
動
機
と
な
っ
た

近
江
守
藤
原
武
智
肺
昌
の
奏
言
に
、
部
内
の
諸
寺
は
、
い
づ
れ
も
多
く
の
境
域
を
占
め
て
造
っ
て
あ
る
と
稲
し
て
脹
名
の
名
緒
を
上
っ
て
ゐ

ろ
、
そ
の
わ
け
を
さ
ぐ
っ
て
み
ろ
と
ｂ
全
く
寺
が
所
有
す
る
と
こ
ろ
の
剛
困
の
利
を
概
越
が
猫
占
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
、
若
し
こ
れ
を

匡
脹
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
佛
法
は
滅
亡
す
る
で
あ
ら
う
と
の
ぺ
て
ゐ
る
。
慶
雲
和
銅
年
間
は
、
こ
の
奏
言
に
よ
っ
て
寺
院
の
統
合
難
理
が
行

は
虹
、
そ
の
方
針
は
天
平
初
年
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
瀧
諺
天
平
七
年
に
は
こ
れ
も
破
棄
せ
ら
れ
誇
掘
匪
諏
鋼
奉
挙
識
娠
饒
鐇
渚
嶽
稀
癖
認
核
示
極
軒

錘
鐘
薙
輌
鍔
権
〕
鍔
騨
》
一
大
平
十
九
年
に
は
、
天
下
の
百
姓
に
し
て
、
造
塔
せ
ん
こ
と
を
願
ふ
も
の
は
、
皆
と
れ
を
ゆ
る
す
に
至
っ
た
。
こ
れ

が
天
平
十
五
年
の
墾
田
私
有
令
と
相
俟
っ
て
へ
寺
院
の
土
地
占
有
を
急
速
に
促
進
し
た
も
の
と
老
へ
ら
れ
る
。
天
平
勝
変
元
年
七
月
、
諸
寺
の

墾
田
高
を
定
め
て
、
大
倭
金
光
明
寺
四
千
町
、
元
興
寺
二
千
町
、
大
安
寺
・
藥
師
寺
・
興
耐
寺
・
大
倭
法
華
寺
・
諸
國
交
分
金
光
明
寺
寺
別
各
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一
千
町
、
弘
一
耐
寺
・
四
天
王
寺
・
崇
一
臓
寺
・
新
藥
師
寺
・
建
興
寺
・
下
野
藥
師
寺
・
筑
紫
観
世
一
音
寺
寺
別
名
五
百
町
、
諸
國
法
華
寺
共
別
四
百
、

町
、
自
余
定
額
寺
廷
別
一
百
町
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
絞
紀
に
「
定
諸
寺
墾
田
地
限
」
と
稲
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
こ
虹
は
諸
寺
の
墾
田

地
を
抑
制
。
縮
少
せ
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
こ
の
決
定
が
、
こ
の
年
四
月
東
大
寺
の
落

慶
を
耐
ふ
て
行
は
れ
た
諸
寺
へ
の
捨
施
の
行
爲
の
一
連
と
し
て
行
は
れ
た
こ
と
。
従
っ
て
、
そ
の
呪
意
を
否
定
す
る
や
う
な
内
容
を
含
む
と
は
、

考
へ
難
い
。
第
二
に
、
天
平
十
九
年
の
諸
寺
養
財
帳
を
み
る
と
、
法
隆
寺
は
田
園
山
野
二
千
三
百
二
十
六
町
餘
、
大
安
寺
は
水
田
三
百
十
六
町

餘
の
外
に
墾
田
地
一
千
五
百
二
十
六
町
、
元
興
寺
も
水
田
四
百
三
十
九
町
を
あ
げ
て
ゐ
る
が
識
謬
識
欝
職
珈
蕊
、
法
隆
寺
の
二

千
三
百
二
十
六
町
餘
の
中
の
約
一
千
九
百
町
は
墾
田
地
で
な
い
山
林
嶋
岳
で
あ
り
、
大
安
寺
の
墾
出
地
一
千
五
百
二
十
六
町
餘
の
中
、
九
百
三

十
二
町
は
、
天
武
天
皇
二
年
に
施
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
〈
九
百
九
十
四
町
が
、
天
牛
十
六
年
に
施
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
武
四
年

に
、
親
王
を
は
じ
め
諸
寺
に
賜
へ
る
山
澤
嶋
浦
林
野
岐
池
は
、
前
も
後
も
や
め
ら
虹
た
か
ら
、
天
武
二
年
勅
施
入
の
分
は
、
恐
ら
く
、
賓
財
帳

に
名
を
の
こ
す
の
み
で
は
な
か
ら
う
か
。
天
平
十
六
年
の
勅
施
人
分
が
、
天
武
二
年
施
入
分
と
ほ
営
同
面
艤
で
あ
る
こ
と
も
、
收
公
さ
れ
た
も

の
を
復
活
し
た
》
砕
銅
脹
地
も
の
と
も
老
へ
ら
れ
る
唾
祉
嚥
證
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ほ
ご
天
平
勝
賓
元
年
の
決
定
で
あ
る
大
安
寺
一
千
町
の
意

味
が
分
る
。
興
一
朏
寺
の
如
き
は
、
そ
の
一
千
町
歩
を
充
た
す
た
め
に
新
た
に
こ
の
時
越
前
國
で
九
百
二
十
九
町
の
墾
田
地
が
施
入
せ
ら
れ
た
位

で
あ
り
、
束
大
寺
で
も
、
こ
の
決
定
直
後
に
、
野
占
使
が
各
地
に
派
泄
さ
れ
て
、
墾
出
地
の
鮎
定
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
こ
と
か

ら
み
て
も
、
こ
の
時
の
墾
田
高
の
決
定
は
、
何
等
制
限
的
抑
制
的
意
脱
を
含
ん
で
ゐ
な
か
っ
た
と
老
へ
ら
れ
る
。

、

元
來
、
諸
兄
は
、
敏
達
天
皇
六
世
の
孫
で
あ
る
。
そ
の
氏
族
的
性
絡
は
古
代
的
で
あ
る
。
毛
の
性
格
は
彼
が
藤
原
氏
の
後
に
政
務
を
播
常
し

て
な
し
た
政
策
に
明
瞭
に
う
か
が
わ
れ
る
。
天
武
以
後
天
平
初
年
ま
で
は
，
概
し
て
儒
教
的
合
理
主
義
の
上
に
す
Ｌ
ん
で
來
た
政
治
方
針
は
、

天
平
中
期
、
即
ち
諸
兄
の
時
代
に
な
っ
て
急
激
に
佛
激
的
呪
術
的
傾
向
を
お
び
て
來
た
の
で
あ
っ
て
、
佛
教
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
政
激
一
致
の
現

象
が
、
彼
の
執
政
期
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
も
つ
古
代
氏
族
的
性
柿
と
は
無
關
係
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
天
平
初
年
の
聖
武
天
皇
に

八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
脱
的
二

’
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然
る
に
天
平
勝
蜜
八
年
二
月
諸
兄
は
硬
し
、
同
年
聖
武
天
皇
も
崩
ぜ
ら
れ
、
そ
の
間
、
孝
謙
天
皇
の
寵
を
得
た
藤
原
伸
肺
呂
飛
控
頭
し
、
天

平
蜜
字
元
年
（
Ａ
Ｄ
七
五
一
）
大
炊
王
を
擁
立
し
て
天
皇
と
し
（
淳
仁
天
皇
）
、
自
ら
は
、
令
制
後
、
最
初
の
太
政
大
臣
の
地
位
に
つ
い
た
。
元

〆

來
、
仲
肺
呂
は
、
慶
雲
の
背
圃
寺
院
整
理
の
端
緒
を
つ
く
っ
た
武
智
肺
呂
の
二
男
で
、
性
聰
敏
、
尤
も
數
學
に
秀
で
て
ゐ
た
と
い
ふ
才
子
で
あ

っ
た
。
彼
は
大
炊
王
擁
立
に
先
立
っ
て
新
た
に
お
か
れ
た
と
こ
ろ
の
内
外
の
諸
兵
事
を
掌
る
紫
微
内
相
の
官
に
任
じ
、
五
條
の
勅
令
を
發
し

て
、
諸
氏
族
の
兵
樒
を
奪
っ
た
。
そ
の
一
に
、
諸
氏
の
長
上
事
に
與
ら
歩
し
て
窓
に
己
が
族
を
集
む
る
こ
と
を
得
歩
、
二
に
、
王
ば
り
鳩
の
独
は

格
に
よ
っ
て
限
が
あ
る
、
そ
れ
以
上
に
鮨
を
畜
ふ
る
事
を
得
ざ
れ
．
三
に
、
令
に
よ
る
に
随
身
の
兵
各
傭
法
が
あ
る
、
そ
れ
以
上
に
諸
ふ
る
こ

と
を
得
ざ
れ
、
四
に
、
武
官
以
外
の
も
の
が
京
裏
に
兵
を
持
す
る
こ
と
は
前
に
已
に
禁
断
し
た
が
、
未
だ
止
ま
な
い
、
宜
し
く
所
司
に
命
じ
て

固
く
禁
断
す
べ
し
、
五
に
、
京
裏
を
ぱ
二
十
騎
以
上
集
り
て
行
く
こ
と
を
得
ざ
れ
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
・
彼
が
紫
微
内
相
に
な
っ
た
翌
年
、
諸
兄

の
子
奈
良
麻
呂
の
愛
が
あ
り
、
大
作
佐
伯
の
齊
族
で
あ
る
大
作
古
麻
呂
・
同
池
王
・
佐
伯
全
成
・
同
古
比
奈
及
び
多
浩
比
國
人
・
同
械
養
・
小

野
東
人
・
賀
茂
角
足
等
が
そ
の
黛
類
と
し
て
参
加
し
た
。
こ
の
年
蛎
溌
六
月
緋
九
日
奈
良
麻
呂
は
一
味
の
黛
類
を
太
政
官
院
の
庭
に
集
め
て
結

〃

束
を
固
め
、
七
月
二
日
を
期
し
て
兵
を
翠
げ
、
仲
膨
慨
を
殺
し
て
東
宮
（
大
炊
王
）
を
却
け
、
右
大
臣
藤
原
豊
成
叩
跡
呂
を
招
い
て
天
下
に
號

令
せ
し
め
よ
う
と
の
策
を
定
め
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
事
前
に
内
通
す
る
も
の
が
あ
っ
て
薊
七
月
二
日
の
當
日
に
未
發
の
中
に
弾
雌
せ
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
天
皇
は
詔
し
て
、
陰
謀
の
聞
え
が
あ
る
が
、
諸
族
は
そ
れ
に
迷
ふ
こ
と
な
く
、
一
己
が
門
だ
の
岨
名
を
完
う
せ
よ
と
さ

と
さ
れ
、
光
明
皇
后
も
、
右
大
臣
以
下
群
臣
を
召
し
入
れ
、
令
し
て
、
卿
等
は
天
皇
の
詔
の
ま
上
に
よ
く
朝
廷
に
仕
へ
よ
、
こ
と
に
大
伴
佐
伯

は
、
古
く
か
ら
内
の
兵
と
し
て
仕
へ
來
り
、
且
つ
大
伴
は
わ
が
族
で
あ
る
か
ら
、
皆
同
心
し
て
皇
朝
を
助
け
仕
へ
ま
つ
る
べ
き
と
き
に
當
つ

八
惟
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
原
的

は
、
む
し
ろ
儒
職
的
色
彩
龍
濃
厚
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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て
、
か
Ｌ
る
み
に
く
き
事
の
聞
え
あ
る
は
、
汝
等
の
不
能
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
、
宜
し
く
清
心
を
以
て
皇
朝
を
助
け
よ
と
諭
し
て
ゐ
る
・
仲

麻
呂
の
政
治
的
性
格
が
、
此
等
大
伴
佐
伯
と
全
く
對
立
し
て
ゐ
る
こ
と
を
露
骨
に
示
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
仲
肺
呂
の
意
見
が
政
治
上
に
行

は
れ
た
の
は
、
天
平
勝
賓
元
年
の
孝
謙
天
皇
の
即
位
の
頃
か
ら
で
あ
る
と
老
へ
ら
れ
る
。
常
時
未
だ
橘
諸
兄
は
左
大
臣
と
し
て
太
政
官
の
首
班

を
占
め
て
は
ゐ
た
が
、
恭
仁
京
經
螢
の
失
敗
以
来
頓
に
そ
の
政
治
的
地
位
は
う
す
く
な
っ
て
ゐ
た
。
練
日
本
紀
の
仲
麻
呂
傅
に
も
、
彼
が
勝
賓

元
年
花
三
位
大
魎
一
言
兼
紫
微
令
中
衞
大
將
と
な
り
、
枢
機
の
政
渦
り
そ
の
掌
握
に
出
つ
と
の
べ
て
ゐ
る
。

既
に
述
べ
た
如
く
、
橘
諸
兄
の
政
治
は
、
佛
激
的
呪
術
的
、
古
代
的
性
格
を
お
び
て
ゐ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
藤
原
仲
呂
の
政
治
は
、
儒
教
的

合
理
主
義
的
性
格
を
お
び
た
具
催
的
に
は
唐
風
の
政
治
で
あ
る
。
外
面
的
に
は
、
わ
が
國
で
は
他
に
例
の
な
い
四
字
年
號
を
用
ひ
る
と
か
、
紫

一
一

微
中
姦
と
か
、
乾
政
官
（
太
政
官
を
改
稲
）
と
か
信
部
街
（
中
務
省
の
改
稲
）
と
か
澱
部
省
（
治
部
省
の
改
稲
）
と
か
、
令
制
の
八
省
名
と
そ

の
官
名
を
店
風
に
改
め
た
こ
と
や
、
聖
武
上
皇
に
勝
蜜
感
祁
聖
武
皇
帝
、
孝
誰
上
皇
に
上
姦
喪
字
孝
諏
皇
帝
、
光
明
皇
后
に
中
蕊
天
平
應
眞
仁

正
皇
太
后
、
惇
仁
天
皇
の
父
舎
人
親
王
に
崇
道
識
敬
皇
帝
と
か
の
唐
風
鰊
號
を
お
く
り
、
更
に
歴
代
天
皇
の
漢
風
読
銃
を
定
め
た
如
き
こ
れ
で

あ
る
。
更
に
天
平
誕
字
元
年
五
月
．
藤
原
不
比
等
の
刊
修
し
た
養
老
律
令
を
始
め
て
施
行
し
、
閏
八
月
山
階
寺
維
摩
會
を
再
興
し
よ
う
と
し
て

は
、
天
智
天
皇
の
世
に
お
け
る
曾
皿
鎌
足
の
近
江
令
制
定
の
功
を
追
想
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
彼
の
律
令
主
義
が
う
か
が
わ
れ
る
。
令
制
で
は
十

分
の
五
で
あ
っ
た
正
税
の
利
を
十
分
の
三
と
改
め
舞
癖
蛎
誼
、
令
制
上
公
民
の
簸
大
の
負
担
で
あ
っ
た
六
十
日
間
の
雑
術
を
半
に
減
じ
毒
評
》

恥
、
．
ま
た
百
姓
が
成
童
の
歳
輕
橋
に
入
り
（
中
男
）
、
・
既
冠
の
年
則
ち
正
役
に
當
る
（
正
丁
）
努
苦
を
ゆ
る
め
る
た
め
．
令
制
で
は
十
七
歳
よ

り
中
男
に
入
っ
て
雑
徐
に
服
し
た
の
を
十
八
歳
以
上
と
し
、
二
十
一
歳
か
ら
正
丁
と
な
っ
た
の
を
二
十
二
歳
以
上
と
し
症
誇
唯
砿
、
六
十
一
歳

を
老
丁
と
し
て
ゐ
た
も
の
を
六
十
歳
、
六
十
六
歳
以
上
を
耆
と
し
て
ゐ
た
も
の
を
六
十
五
歳
以
上
と
改
め
る
季
癖
錘
脾
な
ど
、
令
制
上
に
重
大

の
愛
更
を
加
へ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
こ
航
ら
は
何
れ
も
當
時
か
な
り
動
揺
し
つ
Ｌ
あ
っ
た
律
令
の
公
民
主
義
に
徹
す
る
た
め
の
修
正
に
外
な
ら

な
い
。
か
う
し
た
彼
の
政
治
は
、
営
然
土
地
政
策
に
も
影
響
を
及
ば
さ
ぬ
筈
は
な
い
の
で
あ
っ
て
『
伊
賀
國
や
越
前
國
の
東
大
寺
田
を
淡
收
し

八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
原
的
一
三

『
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八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
原
的
一
四

て
百
姓
に
班
給
し
た
り
輝
踊
聿
極
評
嵌
錘
榊
轆
走
癖
際
波
田
の
勘
出
を
行
は
し
め
る
た
め
に
巡
察
使
を
諸
國
に
派
遥
す
る
な
ど
堀
田
地
公
有
主

一

義
は
、
再
び
勵
行
さ
れ
ろ
か
の
如
き
観
を
呈
し
た
。
然
し
彼
の
田
地
に
對
す
る
政
策
は
、
公
民
に
對
す
る
ほ
ど
律
令
精
祁
に
徹
し
て
居
ら
ず
、

む
し
ろ
彼
同
身
そ
の
律
令
的
椛
威
の
上
に
、
大
土
地
所
有
者
と
化
し
っ
典
あ
っ
た
．
蝿
臨
麟
蕊
灘
．
對
公
民
策
に
お
い
て
あ
れ
程
律

令
主
義
に
徹
し
た
彼
が
、
墾
田
永
代
私
有
令
に
何
等
の
愛
更
を
加
へ
な
か
っ
た
理
由
が
こ
上
に
う
か
が
わ
れ
る
。
彼
の
儒
激
主
義
律
令
主
義

が
、
多
分
に
彼
自
身
の
椛
勢
を
誇
示
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
一
つ
の
あ
ら
は
れ
で
あ
る
。
彼
は
、
藤
原
氏
が
大
土
地
所
有
批
族
と
な

る
並
初
の
人
で
あ
っ
た
。
天
平
十
五
年
の
墾
田
令
の
修
正
が
加
へ
ら
れ
た
の
は
、
彼
仲
肺
呂
が
、
天
平
蜜
字
八
年
己
れ
に
代
っ
て
天
墨
の
瓶
を

得
て
勢
力
を
得
て
來
た
僧
這
銃
を
除
か
う
と
し
て
失
脚
し
た
直
後
で
あ
る
。
仲
肺
呂
が
こ
の
年
這
鏡
を
除
か
う
と
し
て
失
敗
し
、
自
が
所
有
地

を
設
定
し
た
越
前
に
奔
ら
う
と
し
て
近
江
に
敗
死
し
た
翌
天
平
榊
謹
九
年
（
Ａ
Ｄ
七
｛
ハ
五
）
三
月
、
勅
し
て
、
天
平
十
五
年
の
墾
田
永
代
私
有

令
以
後
、
天
下
の
諸
人
は
競
っ
て
墾
田
を
な
し
、
勢
力
の
家
は
百
姓
を
駈
使
し
て
餐
窮
の
百
姓
は
自
存
す
る
暇
も
な
い
と
、
勢
家
の
墾
田
經
螢

に
よ
る
弊
害
を
指
摘
し
て
、
こ
の
弊
を
除
く
た
め
、
自
今
以
後
は
一
切
こ
れ
を
禁
止
す
る
、
但
し
、
寺
院
が
先
き
に
鮎
定
し
て
開
墾
し
て
ゐ
る

と
こ
ろ
は
禁
じ
な
い
、
ま
た
営
土
の
百
姓
は
、
一
’
二
町
を
み
と
め
る
と
し
た
。
こ
の
二
ケ
條
の
例
外
を
み
と
め
た
と
こ
ろ
に
、
有
勢
家
の
墾

写

田
經
螢
が
農
民
を
苦
し
め
る
と
い
ふ
の
が
、
軍
な
る
口
鷲
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
根
底
に
は
、
价
侶
對
武
族
の

對
立
が
横
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
再
禁
令
は
、
王
臣
家
が
私
に
武
器
を
貯
へ
る
こ
と
の
禁
令
と
、
守
關
の
國
で
あ
る
伊
勢
美
濃
越
前
は

三
國
の
百
姓
、
及
び
そ
れ
以
外
の
國
で
も
有
力
の
人
を
王
臣
の
費
人
に
充
て
る
こ
と
を
禁
歩
る
禁
令
と
同
日
に
發
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
二

者
は
仲
肺
呂
の
乱
に
蓮
坐
し
て
陵
さ
れ
た
淳
仁
天
皇
の
復
畔
運
動
に
術
へ
る
た
め
の
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
墾
田
再
禁
が
行
は

れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
機
會
に
貴
族
の
勢
力
を
削
ら
う
と
す
る
僧
綱
の
露
什
な
意
岡
を
う
か
が
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
再
禁
が
、
寺
院
に
と

っ
て
頗
る
有
利
に
展
開
し
た
こ
と
は
、
こ
の
翌
々
年
、
越
前
國
の
豪
族
礪
波
臣
志
留
志
が
束
大
寺
に
己
が
墾
田
一
百
町
歩
を
献
納
し
、
左
京
の

人
荒
木
田
忍
國
も
墾
田
一
百
町
を
西
大
寺
に
施
入
し
、
更
に
翌
掩
年
に
は
武
藏
國
の
人
大
伴
部
赤
男
が
墾
田
一
百
町
を
西
大
寺
に
献
ず
る
な

《
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ど
、
地
方
豪
族
の
寺
院
へ
の
墾
田
地
施
入
が
目
立
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
る
。
墾
田
所
有
者
た
る
地
亥
象
族
は
、
寺
院
と
結

び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
は
そ
の
經
螢
に
も
参
加
し
て
、
以
て
土
地
へ
の
關
心
を
み
た
し
、
而
も
寺
院
の
下
に
墾
田
地
は
染
由
す
る
、

と
い
ふ
現
象
を
生
じ
て
ゐ
る
。
祁
護
景
雲
元
年
、
播
陛
國
錺
腰
郡
に
あ
る
四
天
王
寺
の
墾
田
二
百
五
十
五
町
は
、
戊
申
年
に
收
公
し
て
百
姓
の

ノ

ロ
分
田
と
し
て
班
給
し
て
、
そ
の
替
り
な
寺
に
與
へ
ず
に
お
か
れ
た
の
と
、
こ
の
年
大
和
・
山
背
・
撚
津
。
越
中
・
播
腰
・
美
作
等
の
國
の
乘

田
淡
官
田
を
施
入
し
て
補
ひ
、
翌
年
に
は
、
大
宰
府
が
観
世
音
寺
の
墾
田
を
收
め
て
百
姓
に
班
給
し
た
こ
と
を
以
て
「
深
く
道
理
に
乖
く
」
と

し
て
、
百
姓
に
班
紛
し
た
田
地
を
再
び
寺
に
捨
入
せ
し
め
た
こ
と
報
繩
、
そ
の
覗
年
軸
華
蠅
に
は
、
播
磨
國
錺
脾
郡
菫
上
騨
交
子
等
の
口
分
田

一
百
七
十
町
を
收
め
て
四
天
王
寺
に
捨
入
し
、
そ
の
代
り
に
人
糞
の
位
田
を
回
收
し
て
百
姓
の
班
給
し
た
が
、
そ
の
地
が
隣
の
郡
に
あ
る
た
め

に
百
姓
等
の
居
と
遠
く
隔
た
り
、
百
姓
等
を
苦
し
め
た
こ
と
恥
辨
醗
酵
誰
癖
試
鍵
鍵
錘
塞
錘
拠
塞
二
な
ど
は
、
墾
田
禁
止
令
に
示
さ
れ
た
精
祁
と
は

全
く
正
反
對
で
あ
る
。
天
平
岬
謹
元
年
の
墾
田
再
禁
令
は
、
全
く
術
綱
が
貴
族
の
羽
翼
を
断
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
・
費
族
の
土
地
集
中
は
禁
止
す
る
が
、
寺
院
の
土
地
集
中
は
禁
止
し
て
ゐ
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
こ
れ
を
促
進
す
る
内
容
を
も
つ
こ
の
墾
田

再
禁
令
は
、
律
令
王
義
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
は
な
し
得
な
い
。
元
来
律
令
の
僻
岾
令
は
、
僧
尼
の
戒
錺
的
取
締
的
規
定
に
み
た
さ
れ
て
ゐ
る
。

か
う
し
た
律
令
に
、
道
鏡
一
派
が
迩
法
的
で
あ
る
こ
と
は
、
到
底
望
ま
れ
な
い
。

｛
へ

孝
識
天
皇
璽
昨
の
稲
穂
天
皇
が
皇
嗣
を
定
め
ず
に
崩
ず
ろ
や
、
右
大
厩
吉
僅
哩
怖
は
、
天
武
天
皇
舞
子
長
親
王
の
子
で
、
賜
姓
し
て
臣
籍
に

列
し
て
ゐ
た
大
紬
一
百
文
室
淨
三
を
後
嗣
と
し
て
推
し
た
が
、
藤
原
百
川
・
同
氷
手
・
同
良
繼
等
は
こ
れ
に
反
對
し
、
淨
三
も
亦
間
鰐
し
た
の

で
、
更
に
そ
の
弟
参
議
文
室
大
市
を
立
て
よ
う
と
し
た
が
、
こ
飢
亦
固
僻
し
た
。
こ
の
間
に
藤
原
百
川
は
、
ひ
そ
か
に
永
手
・
良
繼
と
は
か

り
、
偽
っ
て
宣
命
を
作
っ
て
迩
詔
と
稲
し
、
諸
王
の
う
ち
肢
も
年
齢
の
高
い
大
納
言
白
壁
王
を
皇
太
子
と
な
す
と
令
し
、
諸
仗
に
命
じ
て
白
壁

八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
原
的
一
五
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王
を
ま
も
ら
せ
て
即
日
皇
太
子
と
し
、
三
閥
を
固
め
近
江
の
兵
三
百
騎
を
徴
發
し
て
宮
廷
を
守
護
せ
し
め
た
。
吉
術
腫
備
も
な
す
術
な
く
、
長

、

生
し
て
却
っ
て
こ
の
恥
と
み
る
と
て
、
翌
年
致
仕
し
、
つ
い
で
隠
居
し
た
。

元
來
、
吉
怖
興
備
は
蕊
総
二
年
に
入
唐
し
、
彼
土
に
お
い
て
經
史
を
き
わ
め
諸
藝
を
兼
ね
修
め
て
、
そ
の
名
鑿
は
唐
に
お
い
て
も
名
高
く
、

天
平
七
年
歸
朝
し
て
、
唐
確
・
暦
學
・
一
音
樂
に
閥
す
る
審
締
器
具
及
び
武
器
を
献
じ
、
共
に
蹄
朝
し
た
僧
玄
肪
と
共
に
新
智
識
と
し
て
宮
廷
に

信
任
せ
ら
れ
、
天
平
八
年
に
は
束
宮
（
孝
派
天
皇
）
の
師
と
し
て
艘
記
。
漢
番
を
講
じ
、
橘
諸
兄
の
執
政
に
は
玄
防
と
共
に
政
治
的
剛
間
格
と

な
っ
た
も
の
の
如
く
、
天
平
十
二
年
の
肢
伽
の
叛
乱
は
、
吉
備
眞
術
は
未
だ
軍
な
る
大
學
助
に
す
ぎ
な
か
っ
た
に
拘
は
ら
す
、
時
政
の
得
失
を

論
じ
て
、
腫
術
と
玄
防
を
除
く
こ
と
が
、
そ
の
口
愛
と
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
然
る
に
、
天
平
勝
愛
元
年
頃
か
ら
藤
原
仲
臓
が
勢
力
を
得
て
く

る
と
、
蕊
肌
守
に
う
つ
さ
れ
唾
評
雑
で
都
を
逐
は
れ
、
天
平
縢
喪
四
年
識
唐
副
使
と
な
っ
て
再
度
入
唐
し
、
蹄
朝
後
も
、
大
宰
大
式
と
し
て
都

、

に
容
伽
ら
れ
ず
、
七
年
漸
く
造
東
大
寺
長
官
と
な
っ
て
中
央
に
か
へ
つ
た
。
翌
年
、
仲
麻
呂
の
叛
が
起
っ
た
と
き
に
は
、
朝
廷
の
軍
議
に
参
議

し
、
功
に
よ
っ
て
参
議
に
任
じ
、
中
術
大
將
を
兼
ね
、
三
年
目
に
は
早
く
も
右
大
臣
に
の
ぼ
っ
た
。
儒
者
と
し
て
大
臣
と
な
っ
た
も
の
は
、
眞

備
が
初
で
あ
り
、
後
に
も
菅
倣
這
眞
一
人
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
早
い
昇
進
が
、
彼
が
嘗
て
孝
諏
天
皇
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
の
外
に
、
道

ク

鏡
と
の
關
係
も
深
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
祁
謹
景
雲
三
年
、
勅
に
よ
っ
て
、
大
和
國
造
大
和
宿
禰
長
岡
と
共
に
川
定
律
令
を
撰
し
、

罪
迩
甦
齢
難
鐸
垂
哩
塞
嘩
鐸
琴
澤
燕
や
讓
縦
纈
繧
学
卒
評
毒
葬
延
き
ま
た
大
學
の
樺
奨
の
縦
が
充
分
で
な
い
の
を
慨
い
て
、
澱
典
に
よ
っ
て
器
物
を
備

へ
、
澱
容
を
と
と
の
へ
た
。
か
う
し
た
経
歴
が
示
す
や
う
に
、
彼
の
識
養
は
、
正
し
く
儒
敏
的
・
唐
朝
的
で
あ
り
詫
卵
霊
輻
認
畷
零
群
李
蛎
噸
砥

神
そ
の
學
殖
は
、
正
に
新
時
代
的
で
あ
り
、
更
に
い
は
ぱ
律
令
的
で
あ
る
筈
で
あ
っ
た
。
然
る
に
彼
の
履
歴
は
、
橘
諸
兄
と
い
ひ
、
這
鏡
と
い

ひ
、
、
古
代
的
な
政
権
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
う
し
た
矛
盾
は
、
彼
が
古
代
的
な
豪
族
吉
備
國
下
這
氏
の
出
自
で
あ
る
と

い
ふ
と
こ
ろ
に
出
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
個
人
的
な
激
養
が
、
傳
統
的
因
習
的
性
格
を
愛
革
し
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
彼
の
矛
盾
が
生
れ

た
の
で
あ
っ
て
、
個
人
的
な
激
養
に
も
拘
は
ら
ず
、
氏
族
的
に
は
律
令
糖
紳
と
對
立
す
る
立
場
に
立
っ
た
所
以
で
あ
る
。

Ｄ
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か
く
し
て
、
吉
備
眞
備
の
反
對
を
押
し
て
藤
原
氏
に
擁
立
せ
ら
れ
た
光
仁
天
皇
は
、
こ
奴
ま
で
文
武
以
來
の
歴
代
天
皇
と
異
っ
て
、
天
智
天

皇
画
言
孫
で
あ
る
。
こ
の
光
仁
天
皇
の
政
治
の
性
格
は
、
更
め
て
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
し
か
も
賓
墾
二
年
（
Ａ
Ｄ
七
七
こ
十
月
に
至
っ
て
、
さ
き

に
天
平
榊
謹
元
年
に
出
さ
れ
た
墾
田
再
禁
令
は
解
か
れ
て
、
自
今
以
後
は
意
に
任
せ
て
開
墾
せ
よ
、
但
し
乏
の
勢
を
仮
り
て
百
姓
を
苦
し
め
る

も
の
は
、
巌
禁
を
加
ふ
く
し
と
の
官
符
が
發
せ
ら
奴
た
檸
癖
垂
代
。
こ
の
解
禁
は
、
律
令
主
義
に
復
歸
し
よ
う
と
す
る
光
仁
天
皇
の
政
治
と
は

矛
盾
す
る
。
然
し
こ
れ
が
天
平
祁
謹
一
年
以
來
左
大
臣
の
職
に
あ
り
光
仁
天
皇
擁
立
の
功
辨
者
の
一
人
で
あ
る
藤
原
永
手
が
震
し
た
筆
鈍
翌
年

に
、
そ
の
後
を
つ
い
で
太
政
官
の
首
班
を
占
め
た
大
中
臣
清
肺
呂
の
宣
に
よ
っ
て
發
せ
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
常
時
、
霊
懇
一
年
大

中
臣
清
聯
呂
が
右
大
臣
と
な
っ
た
と
同
日
に
、
中
納
言
か
ら
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
虹
た
藤
原
良
繼
が
居
て
・
良
繼
は
「
導
政
得
志
、
升
降
自
由
」

と
公
卿
捕
任
に
註
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
政
渋
勢
力
を
も
ち
、
類
聚
三
代
格
に
よ
れ
ば
、
喪
組
二
年
八
月
十
日
の
具
ハ
齋
日
並
寺
邊
二
里
内
に
殺
生

を
禁
断
す
る
の
官
符
、
翌
年
五
月
二
十
二
日
國
飼
馬
の
専
営
官
人
を
お
か
し
め
る
官
符
、
五
年
三
月
三
日
四
天
王
寺
に
四
天
王
像
を
造
る
こ
と

を
命
じ
た
官
符
、
同
年
五
月
十
七
日
漂
着
せ
る
新
維
人
を
放
還
す
べ
き
こ
と
を
大
宰
府
に
命
じ
た
官
符
等
々
、
こ
里
別
後
に
出
さ
師
た
官
符
の

殆
ん
ど
は
、
内
大
臣
宣
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
右
大
臣
（
大
中
臣
浦
麻
呂
）
宜
に
よ
る
も
の
は
、
憧
か
に
こ
の
墾
田
解
禁
令
と
、
費
継
四
年
士
一
月
、

紳
琴
生
二
人
を
し
て
祁
琴
を
香
は
し
め
る
こ
と
を
命
じ
た
官
符
の
二
回
だ
け
で
あ
る
。
後
蓉
は
、
彼
が
洲
祇
伯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
常
然
と

い
へ
る
と
し
て
も
、
墾
田
解
禁
の
官
符
が
、
彼
２
川
一
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
特
殊
の
意
味
た
含
む
も
の
と
考
へ
ざ
る
を
得
・
な
い
ｐ
一
兀
、

來
、
大
中
臣
消
肺
呂
は
、
は
じ
め
中
臣
氏
を
孵
し
、
耐
祇
奉
仕
の
功
に
よ
っ
て
大
中
臣
の
氏
を
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
。
中
臣
氏
は
藤
原
氏
と

同
族
で
あ
る
と
は
い
え
、
特
に
奮
姓
に
復
し
て
禰
祇
祭
祀
を
仙
職
と
す
る
家
柄
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
氏
族
的
性
格
が
、
古
代
的
で
あ
る
の
は

常
然
で
あ
ら
う
。
溝
肺
呂
自
身
、
祁
謹
景
望
二
年
に
．
「
雨
度
任
榊
祇
官
も
供
奉
無
失
」
を
没
せ
ら
れ
て
大
中
臣
の
姓
を
賜
は
っ
た
も
の
で
あ

り
、
天
平
十
九
年
祁
祇
大
副
か
ら
尾
張
守
に
遷
任
し
た
と
き
、
上
皇
御
不
豫
が
あ
っ
た
の
で
、
時
の
弘
は
祭
王
清
麻
呂
を
畿
外
に
遷
任
し
た
崇

で
あ
ら
う
と
稲
し
た
と
い
ふ
。
浦
麻
呂
仙
人
に
も
、
古
代
的
匂
が
弧
く
發
散
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

．
八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
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一
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喪
蝿
三
年
の
墾
田
解
禁
令
以
後
、
三
度
ぴ
墾
田
を
禁
止
す
る
令
は
發
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
勿
論
八
満
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
、
田
野

、

占
有
に
閥
す
る
幾
多
の
官
符
は
出
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
喪
蝿
三
年
の
「
百
姓
を
苦
し
め
る
も
の
は
厳
禁
を
加
ふ
ぺ
し
」
と
の
但
し
書

き
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
面
的
な
禁
止
は
途
に
行
は
れ
な
か
っ
た
。
律
令
に
お
け
る
土
地
公
有
主
義
は
、
蜜
蝿
以
後
に
お
い

て
は
、
全
く
守
勢
的
立
場
を
と
る
に
す
ぎ
ず
、
歩
一
歩
と
退
い
て
、
莊
園
の
發
展
を
見
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
而
も
こ
の
間
に
、
律
令
主
義
の

立
場
を
と
っ
て
守
勢
に
つ
と
め
た
の
は
、
矢
張
り
藤
原
氏
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
妄
鮎
維
羅
陣
睡
軸
癖
窪
諏
鋤
燕
喝
稚
嘩
唖
啼
垂
垂
極
雷
毯

か
く
て
、
大
化
の
土
地
公
有
制
龍
破
れ
て
墾
田
私
有
制
が
進
展
し
た
こ
と
は
、
律
令
罷
制
に
よ
っ
て
そ
の
地
歩
を
固
め
て
行
っ
た
官
僚
Ⅱ
藤

原
氏
に
對
す
る
古
代
氏
族
的
Ⅱ
大
伴
的
な
勢
力
の
相
刺
と
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
か
。
藤
原
的
な
も
の
も
大

伴
的
な
氏
族
も
、
共
に
支
配
階
級
に
脇
す
る
貴
族
と
し
て
、
そ
の
階
級
的
利
益
の
支
柱
と
し
て
天
皇
制
を
支
持
し
た
こ
と
は
、
共
通
で
あ
っ
た

で
あ
ら
う
。
然
し
利
益
分
け
前
の
礎
り
方
に
お
い
て
雨
者
が
對
立
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
對
立
は
、
ひ
ろ
く
賦
會
全
般
に
影
響
を
及
ぼ

さ
す
に
は
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
昭
和
二
七
・
三
ｅ
三
○
）
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■  • Otomoistic and Fujiwaraistic in the Eighth Century

V ^ by R. Takeuchi

Political influences in Japanese State of the eighth century contained

two opposite political influences in various senses, namely the powerful

clans and the nobles, the paterfamilias and the administrative officials,

the politicians and the bureaucrats. Of the two influences, one is

represented by the Otomos the other by fhe Fujhvaras

Opposition and discord of those two influences had great effects on fhe
development of the great land property of the nobles and powerful

clans in the eighth century. The nationalization system of field, which

was enacted in the Reformation of Taika became loose gradually

by the law of A. D. 723 which allowed land-holding for three generations

or one, the order of A. D. 743 which allowed the eternal possession of

field, and the re-prohibition of the reclamation in A. D. 765 and the

release of the latter in A. D. 77l. These orders were all enacted under

the administration of Otomoian politicians. On the contrary, the Fujhvaras,

playing the part of defending the Ritsuryo system which ordained

the nationalization of field, always endeavoured to amend the Otomoian

orders.
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